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　人間の記憶は曖昧だというよりも自分の記憶がいい加減ということになりますが、最近の
円安報道を受けて、改めて為替レートの変遷を確認してみました。１９７１年１２月に１ドル
３６０円の固定レートが３０８円に切り上げられ、１９７３年に変動相場制に移行し、自分が
社会人になりたての１９７７年には一時的に１ドル２００円を突破していました。
　最近の為替レートが日本経済にとって適正なのかどうかは様々な意見がありますが、輸入業
に特化してみれば仕入れ価格に直接影響する訳で、非常に厳しい経営環境であるのは実業に携
わらない立場であっても容易に想像がつきます。円安基調の為替レートが、食料品価格への影
響等を含め悪影響を及ぼさないよう期待するばかりです。
　

〇９月１７日　第５回理事会
　 川村理事長等理事４名、監事１名が出席し、各委員会の開催内容、ＩＮＳＣＡ Ｓｅｍｉａ
ｎｎｕａｌ ｍｅｅｔｉｎｇ、日中天然腸合同会議等について、状況報告・討議が行われまし
た。
〇９月２５・２６日　日中天然腸合同会議
　中国食品土畜進出口商会腸衣分会との合同会議を開催しました。２５日は浜松町の世界貿易
センタービル東京會舘において、中国側１４名・当組合側２６名が参加した本会議及び歓迎懇
親会を開催し、翌２６日は房総方面への視察旅行を行いました。
　本会議では、双方互いに天然腸貿易に関する質問・応答を行うなど、有意義な意見交換がで
きたものと思っております。

○輸入統計等の情報提供
【財務省通関統計】　平成２６年８月の天然ケーシングの総輸入量は、２５９．２トンとな
り、前月比１９．９トンの減少（△７．１％）でした。国別では、中国原産のものが１８７．
３トン（前月比+１８．６トン、+１１．０％）、オーストラリア原産のものが６１．８トン
（前月比△４０．５トン、△３９．５％）、ニュージーランド原産のものが３．３トン（前月
比△３．４トン、△５０．９％）でした。
　また、本年１～８月の累計輸入量は、２，４７２．７トンとなり、前年同期比５７７．６ト
ンの増加（+３０．５％）となっています。
【組合受付統計】　平成２６年９月の受付数量は、５７７，７７８ﾊﾝｸｽ（前月比△３４２，１
９９ﾊﾝｸｽ、△３７．２％）でした。対前年同期比は、+８．９％です。
　船舶、航空の別は次のとおりです。
　　　船舶　　５５５，７９８ﾊﾝｸｽ　　　　航空　　２１，９８０ﾊﾝｸｽ



２．検査所だより

成田検査所の動向

前月からの繰越 受　　付 消　　　毒 翌月への繰越

羊　　　腸 0 21,980 21,980 0

航空 豚　　　腸 0 0 0 0

合計 0 21,980 21,980 0

羊　　　腸 10,500 65,200 75,700 0

船舶 豚　　　腸 0 0 0 0

合計 10,500 65,200 75,700 0

羊　　　腸 10,500 87,180 97,680 0

合計 豚　　　腸 0 0 0 0

合計 10,500 87,180 97,680 0

  (単位：羊・豚腸：Hks、牛腸：Bundle)

横浜検査所の動向

⑤９月の受付数量、消毒数量、成田転送状況は、下表のとおりです。

前月の 受　付 成田転送 翌月への

繰越分 数　量 横  浜 新山下 小計 数　　量 繰 越 分

羊腸 815,127 526,098 401,489 461,288 862,777 65,200 413,248

豚腸 30,450 29,700 25,950 0 25,950 0 34,200

計 845,577 555,798 427,439 461,288 888,727 65,200 447,448

牛腸 0 0 0 0 0 0 0

 　　       (単位：羊・豚腸：Hks、牛腸：Bundle)
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④９月分の受付数量及び消毒数量等は下表のとおりです。

種　　　　　類

種別
消 毒 数 量

①９月の航空貨物の受付数量は、２１，９８０ﾊﾝｸｽで、対前月比３５．５％の減少でした。
②９月３０日現在、成田検査所に搬入された貨物は、９月３０日までに消毒完了する予定です。
③９月１０日及び１１日の２日間に亘り開催された安全衛生推進者養成講習（主催：成田労働基準協会）
を東所長が受講しました。今後とも職場の安全衛生に努めて参ります。

①９月１１日（木）、動物検疫所新規採用者２名及びインターンシップ生３名が消毒業務及び施設の視察
研修を行い、検査所業務についての理解を深めました。
②９月の受付数量は、５５５，７９８Hksと前月に比べて３３０，０９９Hks減少し、前月比６２．７％と
なりました。
③９月の消毒数量は、４２７，４３９Hksで、前月に比べ１５１，８０９Hks増となっています。なお、９
月の成田検査所への転送は６５，２００Hks（４回）でした。
④９月末受付分の消毒終了予定は、消毒貨物が順調に搬入された場合には、平成２６年１０月２２日
（水）です。

（注）消毒予定の順番は、当分の間、搬入期日が決まった順に消毒することにしていますので、消毒終了
予定が受付番号順と異なることがあります。



　

新山下検査所の動向

前月の 受　付 消　毒 翌月への

繰越分 数　量 数　量 繰 越 分

羊腸 51,700 455,586 461,288 45,998

豚腸 0 0 0 0

計 51,700 455,586 461,288 45,998

牛腸 0 0 0 0

  (単位：羊・豚腸：Hks、牛腸：Bundle)

３．今後の主な予定
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①深く澄み渡る秋空の下、風の気持ち良い季節になりました。朝、夕は冷え込む日もありますが、検査
職、消毒職ともに体調を崩さぬよう自己管理をし、業務に励んでおります。
②矢吹海運(株)に依頼しておりました上屋の屋根と雨樋の修繕工事が９月２１～３０日に行われ、完了し
ました。
③当所の９月受付数量及び消毒数量は、下表の通りです。

　１１月  ４日（火）　　創立記念日（休業日）

４．事務局から
 ・ 組合活動報告に記載のとおり、９月２５・２６日に日中天然腸合同会議を執り行いました。２５日の
本会議には、組合員１２社から２０名の皆様にご参加いただきました。ご多忙の中ご参加賜り、この場を
お借りしまして、厚く御礼申し上げます。
 ・ 検査委員会から、検査報告書についての再アンケートをお願いしております。昨年度のアンケート結
果を踏まえ、組合員の皆様が活用していないと回答された検査項目について、その取扱いの最終確認を目
的としたものです。回答期限は１０月３日（金）ですので、よろしくお願いいたします。

  １０月　８日（水）　　第２回検査委員会

種別

  １０月２２日（水）　　第２回内外市場調査・弘報委員会


